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研究の概要（200～300字で記入、図･グラフ等は使用しないこと。） 

本 研 究 は 永 井 龍 男 と い う 編 集 者 兼 作 家 を 視 座 に し て 、 昭 和 の 前 期 （ 戦 前 ）・ 後 期 （ 戦 後 ）

に お け る 文 学 状 況 及 び 出 版 文 化 状 況 に つ い て 調 査 ・ 分 析 ・ 考 察 を 行 う も の で あ る 。「 短 篇 小

説 の 名 手 」と し て 知 ら れ た 永 井 は 、戦 前 は 文 藝 春 秋 社 の 名 編 集 者 で も あ っ た 。芥 川・直 木 両

賞 の 創 設 か ら 運 営 に ま で 深 く 関 わ り 、両 賞 の 育 て の 親 と 呼 ば れ た 。ま た 大 衆 小 説 誌 で あ った

『 オ ー ル 読 物 』 の 執 筆 陣 に 純 文 学 の 作 家 を 投 入 す る こ と で 中 間 小 説 の 土 壌 形 成 に 貢 献 し た。

戦 後 は GHQ の 公 職 追 放 を 体 験 す る が 、文 壇 に 再 デ ビ ュ ー を 果 た す と 、短 篇 小 説 と 並 行 し て大

衆 向 け の 長 編 娯 楽 小 説 に も 手 を 染 め 、そ れ ら が 次 々 と 映 画 化 さ れ る 。芥 川 賞 銓 衡 委 員 に 復帰

し て す る も 昭 和 の 終 焉 =平 成 の 始 ま り と 共 に 永 眠 し て い る 。 こ の よ う に 、 永 井 は 昭 和 文 壇 史

を 考 え る 上 で 重 要 な 位 置 を 占 め る 作 家 で あ る に も 関 わ ら ず 、研 究 が 殆 ど 行 わ れ て い な い 。こ

う し た 現 状 に 一 石 を 投 じ 、永 井 を 文 学 史 の 中 に 正 当 に 位 置 付 け る こ と が 、研 究 の 目 的 で あ る。 

 

キーワード（研究内容をよく表しているものを３項目以内で記入。） 

〔  昭和文学              〕 〔中間小説  〕 〔雑誌メディア  〕 
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研究成果の概要（図･グラフ等は使用しないこと。） 

１ ， 研 究 方 法  

本 年 度 は 、(一 )永 井 龍 男 の 文 藝 春 秋 社 社 員 時 代 の 事 績 に つ い て 、当 時 の 雑 誌 の 調 査 (二 )『永

井 龍 男 全 集 』 未 収 録 の 長 編 小 説 ・ 短 篇 小 説 ・ 随 筆 ・ 座 談 会 な ど を 中 心 と し た 資 料 収 集 ・ 分 析

の 二 点 に つ い て 重 点 的 に 行 っ た 。 (二 )に 関 し て は 、 未 だ 入 手 困 難 な 資 料 （ 少 部 数 の 同 人 誌 ・

地 方 新 聞 掲 載 の 文 章 な ど ）も 多 い が 、永 井 の 全 仕 事 の 1／ 3 程 度 の 収 録 に 留 ま る と さ れ る 現 行

全 集 の 遺 漏 を あ る 程 度 補 い 、 永 井 文 学 の 全 体 像 を 概 ね 把 握 で き る 段 階 に ま で 到 達 す る こ と が

出 来 た 。  

 

２ ， 研 究 報 告  

（ １ ） 永 井 龍 男 の 芥 川 ・ 直 木 賞 創 設 へ の 関 与 に つ い て の 考 察  

永 井 は 、 昭 和 二 （ 一 九 二 七 ） 年 に 横 光 利 一 ・ 管 忠 雄 の 推 挽 で 文 藝 春 秋 社 に 入 社 し 、 様 々 な

文 芸 誌 の 編 集 者 を 歴 任 、『 オ ー ル 読 物 』の 初 代 編 集 長 を 務 め た 。ま た 、 芥 川 ・ 直 木 賞 に 創 設 か

ら 関 わ り 、 常 任 理 事 と し て 、 候 補 作 収 集 か ら 銓 衡 委 員 の 日 取 り や 会 場 の 設 定 ・ 景 品 準 備 な ど

の 事 務 一 切 を 取 り 仕 切 っ た こ と で 、 両 賞 の 「 育 て の 親 」 と 呼 ば れ て い る 。 宇 野 浩 二 が 「 回 想

の 芥 川 」（『 別 冊 文 藝 春 秋 』昭 27・８ ）の 中 で「 誠 に 、芥 川 賞 の 第 一 回 か ら 第 二 十 回 ま で の 詮

衡 が 、 ま が り な り に も 一 回 も 休 ま な い で 、 つ づ い た の は 、 誰 で も な い 、 唯 一 人 、 永 井 龍 男 の

お 蔭 で あ る 」 と 謝 辞 を 述 べ て い る ほ か 、 永 井 自 身 に も 両 賞 に 関 す る エ ピ ソ ー ド を 綴 っ た 『 回

想 の 芥 川 ・ 直 木 賞 』 と い う 著 書 が あ る 。 し か し 、 一 介 の 編 集 部 員 に 過 ぎ な か っ た 永 井 が 何 故

に 両 賞 に 関 与 す る こ と に な っ た の か 、 回 想 録 だ け か ら で は 判 り に く い 。 そ こ で 、 芥 川 ・ 直 木

賞 の 成 り 立 ち に 遡 っ て 調 査 し た 。  

菊 池 寛 が 両 賞 設 立 の 構 想 を 公 に し た の は 、 直 木 三 十 五 の 追 悼 号 に あ た る 『 文 藝 春 秋 』 昭 和

九 （ 一 九 三 四 ） 年 四 月 号 の 「 話 の 屑 籠 」 に お い て で あ る 。 そ し て 昭 和 一 〇 （ 一 九 三 五 ） 年 新

月 号 (刊 行 は 前 年 末 )に 「 芥 川 ・ 直 木 賞 宣 言 」 が 発 表 さ れ る の だ が 、 永 井 が 『 回 想 の 芥 川 ・ 直

木 賞 』 で 回 顧 す る と こ ろ に よ れ ば 、 両 賞 制 定 の 準 備 が 開 始 さ れ た の は 昭 和 九 年 一 〇 月 始 め の

こ と で あ っ た と い う 。 菊 池 が こ の タ イ ミ ン グ で 両 賞 創 設 の 実 現 に 動 い た の は 、 梅 田 康 夫 「 芥

川 賞 裏 話 」（『 創 』昭 52・３ →『 芥 川 賞 の 研 究 』日 本 ジ ャ ―ナ リ ス ト 専 門 学 院 出 版 部 、昭 5 4・

８ ） に よ れ ば 、 文 藝 春 秋 社 の 社 員 で あ っ た 川 崎 竹 一 （ 後 、 フ ラ ン ス 文 学 者 ） が 『 文 藝 通 信 』

に 寄 稿 し た 文 章 が 発 端 で あ っ た と さ れ る 。 川 崎 が ゴ ン ク ― ル 賞 や ノ ― ベ ル 賞 な ど 海 外 の 文 学

賞 を 紹 介 し た つ い で に 、 日 本 で も 権 威 の あ る 文 学 賞 を 設 立 す る べ き だ と 書 い た と こ ろ 、 こ れ

を 読 ん だ 菊 池 は 、 川 崎 に 文 藝 春 秋 社 内 で す ぐ に 準 備 委 員 会 お よ び 選 考 委 員 会 を 作 る よ う 要 請

し た の だ と い う の で あ る 。『 文 藝 通 信 』 と い う の は 、 文 藝 春 秋 社 が 発 行 し て い た 『 新 文 藝 思 想

講 座 』 の Ｐ Ｒ 誌 と し て 昭 和 八 （ 一 九 三 三 ） 年 一 〇 月 に 創 刊 さ れ た 雑 誌 で あ り 、 永 井 が 編 集 長

を 務 め て い た 。 川 崎 が 書 い た 海 外 の 文 学 賞 の 紹 介 文 と は 、 昭 和 一 〇 （ 一 九 三 五 ） 年 二 月 号 に

掲 載 さ れ た 無 署 名 「 世 界 文 学 賞 物 語 」 で あ る と 思 わ れ る が 、 こ れ は 「 芥 川 ・ 直 木 賞 宣 言 」 発

表 後 に 掲 載 さ れ た も の で あ る 。つ ま り 、 菊 池 に 影 響 を 与 え た 記 事 は 別 に あ る 。そ れ は 恐 ら く 、

前 年 一 一 月 号 の 「 文 藝 鉄 箒 」 欄 に 掲 載 さ れ た 竹 立 生 「 新 人 擁 護 の 機 関 を 求 む 」 で あ ろ う 。 内

容 は 、〈 文 芸 復 興 の 実 を あ げ る た め の 新 人 養 護 の 機 関 が 必 要 で 、本 来 は 文 芸 院 を 持 つ こ と が 望

ま し い が 、 そ の 設 立 に 尽 力 し て い た 直 木 三 十 五 が 亡 く な っ た の で 、 せ め て 権 威 の あ る 文 学 賞

を 創 設 す る こ と で そ の 代 わ り に す べ き で あ る 〉 と の 提 言 で あ る 。「 竹 」 立 生 は 川 崎 「 竹 」 一 の

変 名 と 思 し い 。 当 該 号 が 一 〇 月 に 刊 行 さ れ て い た こ と を 考 え れ ば 、 同 月 に 菊 池 が 芥 川 ・ 直 木

両 賞 の 創 設 準 備 を 開 始 し た と い う 永 井 の 発 言 と も 符 合 す る 。 川 崎 の 文 章 が 載 っ た 雑 誌 の 編 集

長 と し て の 責 任 上 、 永 井 は 両 賞 に 創 設 か ら 関 与 す る こ と に な っ た と 思 わ れ る 。  

尚 、 芥 川 ・ 直 木 賞 設 立 に 竹 立 生 （ 川 崎 竹 一 と 推 定 ） の 「 新 人 擁 護 の 機 関 を 求 む 」 が 果 た し

た 役 割 に つ い て は 、最 近 刊 行 さ れ た 川 口 則 弘『 芥 川 賞 物 語 』（ 2013.1 刊 行 ）に も 言 及 は な い（た

だ し 、 川 口 氏 が 運 営 す る サ イ ト 「 直 木 賞 の す べ て 」 で は 、 前 述 の 「 芥 川 賞 裏 話 」 で 言 及 さ れ

た 川 崎 の 文 章 が 「 世 界 文 学 賞 物 語 」 で あ る こ と ま で は 特 定 さ れ て い る ）。  

永 井 の 編 集 者 時 代 を 追 求 す る こ と で 、 昭 和 文 壇 史 の 一 幕 が 見 え て く る と い う 好 例 で あ る 。  

 

http://d.hatena.ne.jp/keyword/%CA%B8%B3%D8%BE%DE
http://d.hatena.ne.jp/keyword/%CA%B8%B3%D8%BE%DE
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（ ２ ）『 オ ー ル 読 物 』 誌 面 改 革 に 関 す る 調 査  

 現 在 も 続 く『 オ ー ル 読 物 』は 、当 初 は『 文 藝 春 秋 』の 不 定 期 増 刊 号 で あ っ た が 、好 評 を 得

て『 文 藝 春 秋  オ ー ル 読 物 号 』の 名 で 月 刊 化 し た 。永 井 は 昭 和 六（ 一 九 三 一 ）年 四 月 に 同誌

の 編 集 者 と な り 、翌 年 六 月 に 編 集 長 と な る 。同 誌 は 昭 和 八（ 一 九 三 三 ）年 に 誌 名 を『 オ ール

読 物 』に 変 え て 再 創 刊 さ れ た の で 、永 井 は そ の 初 代 編 集 長 と い う こ と に な る 。直 木 賞 受 賞 作

の 発 表 媒 体 と も な っ た 雑 誌 で あ る が 、 創 刊 当 時 か ら 業 績 不 振 に 悩 み 、 昭 和 一 一 （ 一 九 三 六）

年 に 永 井 編 集 長 は 誌 面 改 革 を 実 行 、当 初 の 所 謂〈 大 衆 小 説 〉系 統 の 作 家 陣 に よ る 時 代 小 説 を

中 心 の 編 成 に 加 え 、純 文 学 作 家 を 投 入 、時 代 小 説 だ け で は な く 現 代 小 説 を 増 や し た 。こ れ が

「 中 間 小 説 」 形 成 の 土 壌 に な っ た と さ れ る 。 ま た 、 連 載 小 説 を 廃 し て 読 切 主 義 を 徹 底 し た。

こ う し た 一 連 の 誌 面 改 革 に つ い て は 、永 井 自 身 が「 小 説 オ ー ル 読 物 」（『 オ ー ル 読 物 』昭 2 7・

４ ＊ 全 集 未 収 録 ）の 中 で も 言 及 し て お り 、恐 ら く こ れ を 参 照 す る 形 で 大 村 彦 次 郎『 文 壇 栄 華

物 語 』 や wikiped ia の 『 オ ー ル 読 物 』 の 項 目 に 同 様 の 記 述 が な さ れ て い る 。 た だ し 、「 小説

オ ー ル 読 物 」は 記 憶 に 基 づ く た め に 事 実 の 前 後 関 係 に 曖 昧 な 箇 所 が あ り 、ま た 改 革 前 後 の紙

面 構 成 や 作 家 編 成 に つ い て の 具 体 的 な 記 述 が な い 。掲 載 小 説 に 関 し て は『 大 衆 文 学 大 系 』別

巻 所 収 の 総 目 次 に よ っ て も 確 認 で き る が 、永 井 の 編 集 意 図 は 挿 絵 や レ イ ア ウ ト に ま で 及 んだ

と さ れ る の で 、実 検 の 必 要 が あ っ た 。国 会 図 書 館 に は 実 物・マ イ ク ロ と も 戦 後 刊 行 分 の 資 料

し か な い た め 、日 本 近 代 文 学 館 所 蔵 の マ イ ク ロ 版 を 視 聴 し た 。結 果 、創 刊 当 初 の 日 本 画 風 の

表 紙 か ら モ ダ ン な 表 紙 へ の 転 換 、巻 頭 グ ラ ビ ア 記 事 の 強 化 等 の 様 々 な 誌 面 改 革 の 跡 を 確 認す

る こ と が で き た 。  

と は い え 、 同 誌 が 果 た し た 「 中 間 小 説 」 形 成 の 過 程 を 、 よ り 精 密 に は 跡 付 け る た め に は、

今 後 の 更 な る 調 査 に 基 づ く 分 析 ・ 考 察 が 必 要 で あ る 。  

 

（ ３ ） 永 井 龍 男 の 長 編 小 説 の 調 査  

 永 井 龍 男 は〈 短 篇 小 説 の 名 手 〉と さ れ る が 、長 編 小 説 も 数 多 く 書 い て お り 、そ の 幾 つ かは

映 画 化・Ｔ Ｖ ド ラ マ 化 さ れ て い る 。し か し 、単 行 本 化 さ れ た 長 編 小 説 の 半 数 近 く は 全 集 未 収

録 と な っ て い る 。永 井 文 学 研 究 の た め に は 長 編 小 説 の 把 握 が 必 須 で あ る た め 、本 年 は 単 行書

の 収 集 に 努 め た 。ま た 、映 像 化 さ れ た 永 井 作 品 の 殆 ど は 視 聴 困 難 で あ る が 、最 初 の 映 像 化 作

品 で あ る『 あ あ こ の 一 球 』（ 一 九 五 〇 ）は DVD『 昭 和 こ ど も キ ネ マ 』に 収 録 、『 街 燈 』（ 一 九 五

七 ） は シ ナ リ オ が 単 行 本 化 さ れ て い る の で 、 い ず れ も 原 作 と の 比 較 が 可 能 で あ っ た 。  

永 井 の 長 編 小 説 全 体 の 傾 向 と し て は 、都 会 に 住 む 男 女 の 恋 愛 模 様 を 軸 に し た メ ロ ド ラ マ風

の も の が 多 く 、特 色 と し て は 、台 詞 回 し が 巧 み で あ る こ と・心 理 描 写 が 繊 細 で あ る こ と・読

者 の 興 味 を 次 回 に 継 続 さ せ る よ う な ミ ス テ リ ア ス な 部 分 を 所 々 に 配 置 し て あ る こ と な ど の、

連 載 小 説 を 成 功 さ せ る の に 充 分 な 手 腕 が あ っ た こ と は 確 認 で き た 。し か し 、結 末 に 到 っ ても

伏 線 が 回 収 さ れ な い・開 始 時 点 で の 主 要 人 物 が 途 中 で 退 場 し て し ま う な ど 、構 成 面 に や や弱

さ が 感 じ ら れ る 作 品 も 多 か っ た 。永 井 の 本 領 は や は り 短 篇 に あ る こ と が 再 確 認 さ れ た 格 好で

あ る が 、複 数 の 新 聞・雑 誌 に 長 編 小 説 を 同 時 連 載 す る 流 行 作 家 で あ っ た の も 事 実 で あ り 、当

時 の 新 聞 小 説 な い し 通 俗 小 説 の 水 準 に 照 ら し て 、永 井 の 長 編 小 説 作 家 と し て の 力 量 を 再 計測

す る 必 要 性 を 感 じ て い る 。  

 

３ ， ま と め  

本 年 度 は 、〈 短 篇 小 説 家 〉 で は な い 永 井 龍 男 像 を 掘 り 起 こ す こ と に 重 点 を 置 き 、 そ の 準 備

と し て の 調 査 及 び 資 料 収 集 に つ い て は 一 定 の 成 果 を 得 た 。 こ れ ら を 整 理 ・ 体 系 化 し 、 分 析・

考 察 を 加 え 、永 井 の 業 績 を 日 本 近 代 文 壇 史 や 出 版 文 化 史 に 位 置 づ け て い く こ と が 、今 後 の研

究 課 題 で あ る 。  

※ こ の （ 様 式 ２ ） に 記入 の 成 果 の 公 表 を 見 合わ せ る 必 要 が あ る 場 合は 、 そ の 理 由 及 び 差 し控 え 期 間 等  

を 記 入 し た 調 書 （ Ａ ４縦 型 横 書 き １ 枚 ・ 自 由様 式 ） を 添 付 す る こ と。  



（様式３）  

立 教 Ｓ Ｆ Ｒ － 院 生 － 報 告  

 

研究発表（研究によって得られた研究経過・成果を発表した①～④について、該当するものを記入してください。該当するものが多い

場合は主要なものを抜粋してください。） 

①雑誌論文（著者名、論文標題、雑誌名、巻号、発行年、ページ） 

②図書（著者名、出版社、書名、発行年、総ページ数） 

③シンポジウム・公開講演会等の開催（会名、開催日、開催場所） 

④その他（学会発表、研究報告書の印刷等） 

①雑誌論文（著者名、論文標題、雑誌名、巻号、発行年、ページ） 

乾英治郎「永井龍男「青電車」論―＜知らない＞男と＜わからない＞女」『昭和文学研究』

65 集、 2012 年 9 月、 pp.71-83 

 


